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２Ａ０２ 

学術論文への国際特許分類（IPC）付与による産学連携の検討 

：京大、阪大、神大の学術論文の IPC 分析 

 
○開本 亮（神戸大），難波英嗣（広島市立大） 

 

 

 
前年度の本学会発表（1D03）において、演者らは学術論文と特許公報の共通インデックスの不存在が

産学連携の支障を要因となっていることを指摘し、その解決手段として、【１】学術論文に国際特許分

類（以下、IPC と呼ぶ。）を付与し、【２】それを 3 次元的に多面的表示するシステムを提案し、神戸大

学等の学術論文を IPC 座標軸上に表示して、サブクラス（第３階層、638 分類）までの分析を行い、興

味深い結果を得た。 

 本年度の本学会発表においては、前年度のサブクラスまでの分析を更に進めて、メイングループ（第

４階層、6695 分類）までの分析を行えるように改良した。本改良を前発表にて説明し、これを用いて京

都大学、大阪大学、神戸大学の学術論文を IPC によって分析した結果を、本発表にて説明する。 

 

１．学術論文について  

演者らは、データベース「JDREAMⅢ」に収録された 2001 年から 2017 年までの京都大学の約 300,000

件、大阪大学の約 300,000 件、神戸大学の約 100,000 件の学術論文に 3 個の IPC を、サブクラスレベ

ル（638 分類）及びメイングループレベル（セクションの合計が 6695 分類）で付与した。 

 

２．全体分析（サブクラス分析）の結果  

サブクラスレベルの筆頭 IPC 及び 2 個の付加的 IPC について、3 次元球座標の空間の点に対応さ

せ、それら 3 点の重心を、当該論文の重心 IPC 点と定義し、重心 IPC 点を表示させ北極から見たも

のである。説明の詳細は、紙面の制約から発表当日行う。 

 
 

３．部分分析（メイングループ分析）の結果  

メイングループレベルの筆頭 IPC 及び 2 個の付加的 IPC について、3 次元球座標の空間の点に対

応させ、それら 3 点の重心を、当該論文の重心 IPC 点と定義し、重心 IPC 点を表示させ北極から見た

物である。説明の詳細は、紙面の制約から当日行う。 
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４．むすび 

本研究は、経済産業省の平成 26 年度産学連携評価モデル事業の一環として行われ、ソフトウエア開

発には、京都市のサイエンス・サポーター株式会社及び株式会社知能情報システムの支援を得た。 
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